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（Tsuge et al., 2004）や腸内細菌叢への作用（Kitano et al., 2012），生体内での生理作用（Inoue et al., 2009）
が予想されている．しかし，生体内での生理作用は in vitro での研究例のみであり，ポルフィランの体
内への移行についての報告はない．一部の多糖で腸管内から血液およびリンパ液への吸収または体内
の各組織への蓄積が確認されている（大塚ら 1981，Sakurai et al., 1996，Hino et al., 2013）ことから，
ポルフィランの挙動の明らかにする必要がある．本研究ではポルフィランの体内吸収の可能性を探り，
機能性発現の機構解明および腸管への影響について検証した． 




実験 1：粗ポルフィランを ddY マウスへ経口投与（300 mg/kg-body weight）し，血中ガラクトース濃
度の経時変化を確認した．ポルフィランの検出方法は Hama et al.(2010)の無水メルカプトリシス法を
参考にした．その結果，ポルフィラン投与群と非投与群で血中ガラクトース濃度に差はなかった．ま
た，血中ガラクトース濃度の経時的変化は見られなかった． 
実験 2：ICR マウスに NEP を飲水投与し，腸管内への影響を評価した．その結果，NEP 投与では血便
や体重減少などの症状は見られず，大腸炎は誘導されなかった．一方，デキストラン硫酸ナトリウム
（DSS）と NEP の混合投与群において DSS の潰瘍性大腸炎誘導作用が促進された．DSS は小腸から
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